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福山市幼保小連携教育合同研修会  
   ２０２２（R４）６．２８（月） １４：００～１５：００ 

 
 

 

 
 
 

誤答から見える算数学力 

 

今日は，小学生の算数学力についてお話させていただきます。小学生は，算数の言葉につい

て様々に誤解をしています。昨年度，福山市の小学校３校で，3・4・5 年生を対象に，算数文

章題調査をしました。全 8 問あり，３・４年生の問題は共通です。5 年生の問題は，8 問中 4

問は，3・4 年生と共通で，残りの 4 問は，5 年生独自の問題になっています。これは，皆さん

がよく知っている問題です。 

 

 

 

 

 

１年生の教科書からの問題ですが，3 年生の正答率は 28％です。5 年生でも，１／４の子ど

もが間違えています。誤答の中には，「14×7＝98」というように，問題文にある数字を自分の

知っている計算に放り込んでしまうという間違いが見られました。 

他にも，図はあっているのに，「14－７＝７」として，式が立てられないという誤答が多かっ

たです。問題文の状況はイメージできても，式に表すときにことねさんを入れることができな

い子どもがたくさんいました。 

 

 

 

 

この問題も，「48－４＝44」「48×４＝192」というように，とにかく問題文に使われている

数字を，自分の知っている計算に放り込んでしまう間違いが見られました。「48×４＝192」と

答えた子どもは，「４倍」と書かれているので「これはかけ算だ」と決めつけてしまったのだと

思います。「192 ㎝」という答えは変だなという振り返りもしていません。 

注目すべきことは，どちらも計算自体は合っているということです。答えが合っていても，

これでは，「ひき算，かけ算がわかる」とは言えません。たし算，ひき算，かけ算，わり算を問

題に応じて使い分けることができてはじめて，「計算がわかる」と言えます。 

「幼保小連携教育の推進に向けて ～学びの基盤となる言葉と数を獲得する過程～」 

講師 : 慶應義塾大学環境情報学部 今井むつみ教授（福山市幼保小連携教育推進アドバイザー） 

１４人の子どもが列に並んでいます。 

ことねさんの前に７人の子どもがいます。 

ことねさんの後ろには，何人いますか。 

 

【学年別正答率】 

３年生  28.37% 

４年生  53.44% 

５年生  72.34% 

なおきさんのテープの長さは，えりさんのテープの長さの 4 倍で，48 ㎝です。 

えりさんのテープの長さは何㎝ですか。 
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この問題の正答率は，低かったです。単位の知識がとても弱くて，知っていても使えていない

状況がたくさん見られました。 

例えば，この子は，「5 時間 10 分」を「510 分」，「2 時間 50 分」を「250 分」にして，計

算しています。単位の変換ができていません。しかし，面白いことに，ちゃんと繰り下がりをし

て，「2 時間 60 分」という答えを出し，これを「3 時間」と直すことができています。「1 時間

＝60 分」ということを知らないわけではないけれど，このような問題になったときに使えてい

ないという状況が見られました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この問題では，子どもたちは一生懸命考えているけれど，間違ってしまっています。この

子は，かけ算を使うことはわかったけれど，かけ算をすると「75」になって，もとの数より答

えが少なくなってしまう。「増量」と書いてあるから増えないといけないことはわかっているの

で，「75」に「0」を付けて「750ｇ」としています。 

 

 

 

 

 

えりさんは，山道を 5 時間 10 分歩きました。 

山をのぼるのに歩いた時間は，2 時間 50 分です。 

山をくだるのに歩いた時間は，何時間何分ですか。 

【学年別正答率】 

３年生  17.73% 

４年生  25.95% 

５年生  53.90% 

250ｇ入りのおかしが，30％増量して売られるそうです。おかしの量は何ｇになりますか。 
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この子は，かけ算ということはわかっているのに，かけ算すると答えが減ってしまうから，

わり算にして答えを増やそうとしています。１より小さい小数でわると，数が増えるというこ

とは知っているので，小数のわり算にしたというわけです。 

2 人とも，問題文にない「1」を補うことが，理解できていません。子どもたちは，問題文に

ある数字を使って，何かの計算式を使って答えを出そうとしています。その一方で，問題文に

書かれていない数字を自分で補うことができていません。 

最初のことねさんの問題であれば，ことねさんを表す「1」は，問題文の中にないから，式に

ことねさんの「１」を入れられない。問題文のイメージはできて，図で表した〇の数を数えれば

正答できるのに，式にするときには，「1」を入れられないから間違ってしまう。 

「増量は増える」ということはわかるけれど，30％増量は，もとの量を「1」として，「１.3」

とすることはできない。問題文に書かれていない数字を入れることができないという問題があ

ります。このように小学生は，計算はできるのに，その計算の知識を問題文を解く状況では使

えていない。どう使うかがわかっていないわけです。 

心配なことは，低学年のうちから大きな個人差が見られることです。下の表は，算数文章題

調査と合わせて実施した「ことばのたつじん」「かずとかたち・かんがえるたつじん」調査の合

計得点を上・中・下の３階層に分け，階層別で算数文章題の誤答タイプを表したものです。 

（ア）が完全正答で，（イ）～（オ）は，誤答です。ここで注目していただきたいのは，やはり

3 年生のうちから上位と下位の子に，すごく大きな差があるということです。 

この差は，5 年生になっても，全然縮まっていません。3 年生と 4 年生は，同じ算数文章題を

行っています。上位・中位の子は正答率が伸びているけれど，下位の子どもは全然伸びていま

せん。ここは，是非覚えておいていただきたいところです。5 年生の正答率が，4 年生より低く

なっているのは，5 年生用の難しい問題をやったからです。５年生でも，注目していただきたい

ことは，上位と下位の差が非常に大きいことです。 
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皆様には，「学力の個人差はどこから生まれるのか。学力の躓きはどこから生まれるのか。」

ということを是非お考えいただきたいし，そのことについて少しお話をしたいと思います。 

 

「ことばのたつじん」「かずとかたち・かんがえるたつじん」調査から見えたこと 
 

今月，岩波書店から「算数文章題が解けない子どもたち」という本を

出版しました。ここでは，調査から見られた事例を挙げながら，誤答や

誤答の背後にどのような誤解があるのか，どのような認知的な問題があ

るのかということを報告しています。 

子どものつまずきの原因を明らかにするために，先ほどお伝えした

「ことばのたつじん」「かずとかたち・かんがえるたつじん」という２つ

の調査を開発しました。この調査は，生活の中で，子どもが自然に培っ

ている言葉や数の概念や，問題解決に必要な認知能力を測るための調査

です。１年生でも部分的に使えますし，2 年生から 6 年生までご利用いただくことができます。 

学力の基盤となるのは，やはり言葉の力です。一般的に言葉の力は，どれだけたくさん言葉を

知っているかということが主な指標になっています。 

「ことばのたつじん」テストは，語彙の広さに加えて，視点を変えて，認知の柔軟性を持って

言葉を使うことができるかどうかを測っています。さらに，算数や理科で必要な概念を表す基

本的な言葉がわかっているか，似た言葉の違いを理解し，文法や表記の知識と統合して，文脈

で最も適切な言葉を使う力があるかどうかということも測っています。今までの語彙テストと

は少し違う観点で，この「ことばのたつじん」調査をデザインしました。 

「かずとかたち・かんがえるたつじん」調査は，数についての基本的な概念の理解を測る調

査です。例えば，数の相対的な性質を理解しているかどうか。全体を「1」とするのか，何を「1」

とするのか。そういう数の位置付けや大小関係を判断することができるかどうか。また，問題

解決に必要な情報を記憶から探す能力と，問題解決に必要ない情報への注意を抑える認知能力

を統合して，問題解決ができるかどうか。さらに，日常生活から得られた知識を使って推論で

きるかどうかを測るテストを盛り込んでいます。 

この本では，算数の学力と，「ことばのたつじん」調査で測る言葉の運用に関わる能力，「かず

とかたち・かんがえるたつじん」調査で測る数の概念や推論の力が，お互いにどう関係し合っ

ているのかを明らかにしています。 

 

←これは「かずとかたち・かんがえるたつじん」テ

ストの問題で，0 から 1 までの数直線上に「１/２」

をかくという問題です。数の相対性という考え方に

慣れていないのか，これがなかなかできていません。 
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「１/２」という数は，とても日常的な数で， 

「1 の半分」ということは知っているはずで

す。しかし，3 年生できちんと答えられた子

は，全体で 15％しかいませんでした。上位層

でも半分にいかず，下位層では 0％でした。 

5 年生でも，正答率は，全体の半分を切って

いました。ここでも下位層と上位層を比べて

いただくと，すごく大きな差があることに気

付かれると思います。上位層では，76.6％の正答率に対し，下位層の子は 20％を切っていま

す。「１/２」が「１の半分」ということがわかっても，数直線上に描けないのです。 

 

←これは0から100までの数直線上に「4」

「23」を描く問題です。この解答を見ると，

「４」は４本，「23」は 23 本線を引いて，

その終わりが「23」だと答えています。子ど

もの中には，定規を取り出して 2.3 ㎝を測

り，「23」と答えている子もいました。数が，

相対的な尺の中で位置づけられるものだと

わかっていない子が，5 年生でも下位層に多いということがわかりました。 

 

もう一つ衝撃的だったのは，「１/２と１/3

ではどちらが大きいか」という問題です。 

←これは 5 年生の正答率です。「1/２の方が

大きい」と答えられた子は，５年生全体で半

分しかいません。5 年生でも，基本的な分数

の概念が把握できていません。その状態で，割合や速さの問題に取り組まないといけない状況

になっているのです。 

子どもは，様々な誤解をしています。１/２と１/３で，１/３の方が大きいと答えるのは，3

の方が 2 より大きいからです。分数の概念が根本的にわかっていないということです。0.7 と

１/2 を比べると，１/２の方が大きいと答える子も非常に多いです。これは，小数は分数よりも

小さいと誤解をしている子どもがいるのではないかと思います。そもそも，単位の知識が非常

に弱いということがわかりました。 

例えば，時間の単位では，「1 日は何時間か」と聞いたときに，「24 時間」と答えられない子

どもが結構いました。2 年生では，「１２時間」と答えた子が，１/３以上いたと思います。「1

週間は何日ですか」という問いには，「５日」と答えた子も多かったです。このような基本的な
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概念もわかっていません。時間の概念があやふやであれば，時間に関する文章題や５年生の速

さの問題はできないと思います。 

時間の単位だけでなく，カレンダーも読めない子どもが多かったです。 

 

 

 

 

 

この問題の「1 週間後」の部分が，問題によって「1 週間前」「先週の月曜日」「ちょうど 1 週

間先」と変わっていきます。2 年生の半分の子は，このことがわかっていないということです。

4 年生でも間違える子がいます。階層別にすると，4 年生の下位の子は，かなりわかっていない

ということがわかりました。 

 

空間の言葉も算数に非常に関わってきます。例えば，「前」「後」「右」「左」という言葉です。

これらの言葉は，自分と同じ視点で使うことばかりではなく，自分と反対の視点から使うこと

もあります。この視点を変えられることが，とても大事です。 

りんちゃんのたん生日は３月１４日です。 

たん生日のちょうど 1週間後はお別れ会です。 

カレンダーの中からお別れ会の日を一つえらび， 

〇をしましょう。 
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 「たからものはどこですか」という問いに対して，自分と同じ視点の問題でも，2 年生の上位

層で，56％しかできていません。下位層では 25％です。小学生に「『右』って知ってる？『左』

って知ってる？」と聞くと，「もちろん知ってるよ」と言うに決まっています。しかし，このよ

うな宝探しの問題解決に繋がっていかないということです。 

階層別の数字を見ていくと，2 年生では，自分と反対の視点は，上位層でも難しいです。しか

し，3 年生になると，上位層はぐんとできるようになり，4 年生では，80％を超えています。

上位層の子は，楽に自分の視点と，人の視点を使い分けることができるようになります。しか

し，下位層の子は，2 年生の正答率と４年生の正答率がほとんど変わっていません。4 年生の下

位層はの子は，30％切っています。 

個人差は，学年が進むにつれて，どんどん大きくなっていきます。上位層の子は，どんどんわ

かるようになっていくけれど，下位層の子は，学年が上がっても伸びていません。ここを何と

かしないといけません。この上位層と下位層の差は，知識だけではなくて，認知能力の差とし

ても顕著に現れてきます。 

問題を解決する上で，非常に大事な二つの認知能力があります。情報処理能力と実行機能で

す。情報処理能力とは，必要な知識を記憶から素早く取り出す力のことです。 

 

実行機能は，不必要な情報への注意を抑える力

のことです。実は，問題解決する上で，不必要な情

報を注意しないようにする力は，必要な情報に注

意を受けることと同じくらい大事になってきます。この認知能力の差が顕著に現れています。 

 

「かずとかたち・かんがえるたつじん」調査に，このような問題

があります。２つの物の重さを比べて，この中から一番重いもの，

重さの順番を決めるという推論です。いわゆる演繹推論というも

のです。比べるものが３つの場合は，3 年生でも結構できていま

す。上位と下位の差はありますが，下位の子でも，3 年生で半分

ぐらいはできています。5 年生になると，下位の子で，72％ぐ

らいできています。 



8 

 

これが４つになると，比較の数が多くなって，順番を覚えるのが大変になってきます。ここ

で注目してください。3 年生の上位層は，80％できる。でも下位層は 10％しかできない。5 年

生でも，上位層は 90％近くできるけれど，下位層では 34％しかできない。このように，非常

に大きな差となっています。 

上位層と下位層の差は，知識や概念の差だけではなく，このような認知能力にも表れていま

す。特に，認知処理が厳しくなったときに，下位層の子は，耐えるとができなくなっています。

上位層の子は，必ずしも下位層の子よりも頭の性能がいいからできるというのではなく，工夫

することができています。認知の処理で，負荷が高くなっているときに，それを軽減する工夫

をしていることが見てとれました。 

 

←この問題は，先ほどの実行機能が大事になってくる

問題，いわゆる類推の問題です。「切る道具」と「切

られる対象」を選び，矢印でつないでいきます。矢印

は，「切る道具」から「切られる対象」に向けて描き

ます。矢印でつなぐペアの数は，３つと指定していま

す。この解答を見ていただくと，全然わかっていない

わけではないということがわかります。 

例えば，「のこぎり」と「木」をちゃんと結べてい

るにもかかわらず，「木」と結びつきが深い「葉っぱ」

も結びつけてしまっています。これは，先ほど言った

不必要なもの，関係ないものへの注意を抑えることが

できていません。 
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「はさみ」と「セーター」を結んでいますが，「糸」と「セーター」も結びつけています。結

局，つながりがわからないわけではないけれど，他のつながりもわかってしまって，気が付く

と全部結んでしまっています。注意力の抑制ができないということです。 

 

語彙力と認知能力は，とても繋がりが深いです。お互いがお

互いを引っ張り上げるような役割をしています。新しい言葉の

意味を考えるときには，必ず子どもは推論しているからです。

推論しながら知っている言葉にアクセスし，認知能力を使って

知らない言葉の意味を考えています。このように様々な認知処

理をする練習をしているわけです。語彙力と認知能力は，手に

手を取って発達していくような関係にあるということです。だ

から，思考力が育たないと，自分で語彙を育てることはできま

せん。そうすると，小学校以降の学習に必要な抽象的な意味を

持つ言葉を自分で考えて，意味を覚えていくことが難しくなり

ます。 

「９歳の壁」という言葉をよく聞きます。小学校の 3，4 年

生で，学校の授業内容が急に理解できなくなり，勉強嫌いになってしまう子どもがとても多い

です。これはやはり，思考力と語彙力，その両方がバランスよく育っていないことが，大きな原

因になっていると考えられます。 

 

「ことばのたつじん」「かずとかたち・かんがえるたつじん」調査で，上位，中位，下位と分

けた各階層の子どもの算数文章題について，平均を表にまとめてみました。 

「かずとかたち・かんがえるたつじん」が算

数文章題とすごく関わっていると思われる方

は多いと思います。「ことばのたつじん」を見

ていただくと，ほぼ同じくらい大きく関わっ

ていることがわかると思います。算数文章題

を解くには，両方の力が必要だということで

す。 

子どもたちが直面している問題について，

お話してきましたが，では，どうしていけばよ

いのでしょうか。最後に少しだけ提案させて

いただきますが，実践について皆様はプロですので，ご自分の園所・学校で，それぞれに考えて

いただければと思っております。 
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「学ぶ力」を育てる子育てと保育 
 

大事なことは，幼児期から遊びと生活経

験の中で，学校の学びの準備をすることで

す。これは，決して，「文字や数を早くか

ら教えてください。読み方や計算を教えて

ください。」ということではありません。

そうではなくて，就学前から遊びの中で，

言葉と数への興味を持つこと，直感的な感

覚を育てることが大切です。興味を持って数を見たり，言葉を覚えようとしたり，知ろうとし

たりすることが，認知能力，推論能力の向上に繋がっていくことをご理解いただきたいと思い

ます。 

実際，使える知識は外から入れることはできません。人から教えら

れて，100％理解できたと思えることは，なかなかないと思います。仮

に 100％理解したとしても，1 週間経って，半分覚えていればいい方

です。少しわからないけれど，大体わかったという程度であれば，数日

後にはほとんど記憶されていません。日々，学んだことを繰り返し使

う練習をしないと，使える知識にはならないのです。この「繰り返し使

う練習」というのは，ドリルを繰り返すことではありません。生活の中

で，「繰り返し使う練習」がとても大事なのです。 

知識には，「知っているけど使えない知識」と，「使える知識」があります。この「使える知

識」のことを「生きた知識」と言っています。相手が変わって，状況が変わっても，臨機応変に

対応できる知識が，「生きた知識」です。先生方で

あれば，事前に考えた案通りに教えることができ

ることは，「知っている知識」にとどまっていると

思います。子どもの様子から子どもの知識の状態

を判断・分析して，その時の子どもの集中力などに

合わせて臨機応変に教えることができることが

「生きた知識」だと考えています。 

教えられたことを丸暗記しても，「生きた知識」にはならないのです。 

必要なことは，子どもが自分で仕組みを 

発見できる環境を整えていくことです。 
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幼児期に，何よりも大事なのは，「興味」です。 

先ほど紹介した調査で，広島県では，1000 人の 2 年生の保護者を対象にしたアンケートを

実施し，アンケート結果と調査結果の相関を見ていきました。 

黄色いマークをしている「43.お子さんに小学校に入る前に，ひらがな教えていました。」「45.

数を教えていました」という質問は，調査得点との相関は低くなっています。「44.小学校に入

る前，教えなくても，ひらがなに興味を持ち，読んだり書いたりしていました」「46.数字に興

味をもち，数を数えていました」「47．小学校に入る前，生活の中で時計を見て時間を意識させ

ていました。」の質問は，調査得点との相関が非常に高くなっています。 

保護者が「教えていた」と答えているお子さんの得点が高くないということが，とても大事

なところだと思います。保護者に対してこのことをお伝えすることも大事ですが，幼児に関わ

る先生方は，ぜひ覚えておいてください。大事なことは，教えることではなくて，「足場かけ」

をすることです。「足場かけ」というのは，子どもの興味をかき立てるような場の設定をするこ

とです。体を動かすような面白い遊びをする中で，言葉に触れていくといいです。 

一つ例として，実行機能の認知能力を測るときに使う「園長先生が言ったよ」というゲーム

があります。「園長先生が言ったよ」と言ったときだけ，指示された動作をします。「園長先生が

言ったよ」と言わなければ，指示された動作をしてはいけません。指示された動作をしたい気

持ちを抑制しながら行うゲームです。2 人バージョンもあって，「園長先生が言ったよ」と言え

ば，指示された動作をして，「久美子先生が言ったよ」と言ったときには，動作はしない。こう
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すると，少し簡単になります。簡単なところから始めて，完璧にできるようになったら，バージ

ョンを上げていくといいです。園長先生の時は指示通りにして，久美子先生のときには指示の

逆をするようにすると，結構難しくなります。反対の言葉を考えることにもつながります。ゲ

ームをしている動画を少しだけ紹介します。 
 

【動画：「園長先生が言ったよ」ゲーム】   ※ Ｔ：先生 C：子ども 

Ｔ：「園長先生が言ったよ」と言ったときだけできるゲームね。「園長先生が言ったよ。手を振

って。」と言ったら，手を振ってね。  Ｃ：（うなずく） 

Ｔ：好きなキャラクターっている？      Ｃ：うん。炭次郎と… 

Ｔ：じゃあ，炭次郎にしよう。「炭次郎が言ったよ。手を振って」と言った場合は，何もしな

いで待っていてね。じゃあ練習をやってみるよ。園長先生が言ったよ。お膝触って。 

Ｃ：（膝を触る）  

Ｔ：もどります。炭次郎が言ったよ。頭に手を乗せて。 

Ｃ：（頭に手を乗せる） 

Ｔ：炭次郎が言ったとき，やっていいんだっけ？ 

Ｃ：（首を横に振り，手をおろす） 

Ｔ：園長先生が言ったよ。お腹触って。 

Ｃ：（お腹を触る） 

Ｔ：もどります。炭次郎が言ったよ。手を振って。 

Ｃ：（何もしない） 

Ｔ：園長先生が言ったよ。お鼻触って。  Ｃ：（鼻を触る） 

Ｔ：もどります。手を振って。      Ｃ：（手を振ろうとする） 

Ｔ：もどります。両手を挙げて。     Ｃ：（挙げようとするがすぐ引っ込める） 

Ｔ：もどります。園長先生が言ったよ。お腹を触ります  Ｃ：（お腹を触る） 

Ｔ：もどります。園長先生が言ったよ。床を触ります。  Ｃ：（床を触る） 

Ｔ：もどります。お膝触って。      Ｃ：（手を後ろで組む） 

Ｔ：足踏みして             Ｃ：（やらない） 

Ｔ：もどります。両手を頭に乗せて。   Ｃ：（やらない） 

 

はじめのうちは失敗する様子が見られます。途中からは，「園長先生が言ったよ」と言わない

ときは，後ろで手を組む仕草が見られました。この子も自分なりに一生懸命考えて，工夫しな

がら，熟達していったわけです。このようなゲームをすると，実行機能を鍛えることになり，言

葉にも注目することになります。子どもたちに，ペアでやらせてもいいと思います。 
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「右左」の使い方も，学力との相関が

高いです。「右左」は，状況に合わせて視

点を自分で決めないといけません。左側

の問題は，自分の視点から，バナナの右

にあるものを考えます。右側の問題は，

視点を絵の中にいる「あなた」に移さな

いといけないので，とても難しくなりま

す。このようなペアで物の場所を探すよ

うなゲームもいいと思います。 

それからスイカ割りもいいですね。1 人が目隠しをして，もう 1 人が指示

をします。この時，自分の視点で「右」と言ってしまうと，目隠している子

は，左に行ったりするわけですよ。自分の視点とこの子の視点は違うという

ことに気付くきっかけになります。 

 

算数で非常に子どもたちが苦労していたのは，「1」という概念です。子どもは，赤ちゃんの

ときから数に興味があって 1 個，2 個，3 個と数を数えています。「１」を個数を表す数として

理解すると，もう一つの「1」の意味である基準を表す「１」の意味を理解することが難しくな

ります。 

例えば，「Ａ組には 40 人の子どもがいます。Ｂ組には 60 人います。Ｂ組は，Ａ組の何倍で

しょう。」という問題のときに，40 人を基準の「１」と考えることは，子どもにとって非常に

難しいです。だから割合が算数の中で，すごく大きな壁になっています。 

割合の概念は難しいから小学校までやらなくていいかというと，そうではありません。割合

の概念は，幼児のときから遊びの中にたくさん入れることができます。例えば，左側の犬に１

枚の１／４の大きさのクッキーを４つあげます。「右側の犬に同じ

だけクッキーをあげてね」と言って，１枚のクッキーが１／２の大

きさになっているものや 1 枚そのままのクッキーを置いておきま

す。そうすると，あげるクッキーは 4 枚ではなくて，１／２の大き

さであれば，２枚になります。大きさが違うものを同じだけあげる

という遊びの中で，割合を経験することができます。 

他にも，子ども用のスプーンと大人用のスプーンを準備します。 

お猿のお母さんは，いつも赤ちゃんの２倍食べます。お父さんは，

いつも赤ちゃんの 3 倍食べます。お猿の赤ちゃんが，スプーン１杯

食べたとして，「お母さんが食べる分をあげて」と言うと，スプーン

２杯分あげる。「お父さんにもあげて」と言うと，スプーン 3 杯分あ

げるというわけです。おままごとの中に入れると，年長さんはできるのではないかと思います。 



14 

別にできなくても，このような経験を楽しみながらやっていけばいいと思います。難しいか

らやめようということではなく，できなくてもいいから楽しめればいい。少しだけ手助けしな

がら，徐々に慣れていくことが大事です。 

時計を見たり，カレンダーに丸を付けたり，スケジュールについ

て話すことも大事です。驚くほど，小学校１・２年生にとって，時

間の概念は難しいので。 

 

いくつか遊びを紹介しましたが，どんな遊びも，やれば必ず子ど

もが学べるわけではありません。やはり，子どもの発達と興味に合

わせて遊びの場を設定することが大事です。そこは先生方が，達人になるしかないと思います。

子どもが何に向いているか，何ができて，何だったら興味をもつのか。そういうところを先生

方が，お互いにチームで話し合いながら，工夫していただきたいと思います。 

遊びは楽しくなくてはいけません。楽しいか楽しくないかを決めるのは子どもです。くれぐ

れも注意していただきたいと思います。足場かけは，マニュアルを見てもできません。保育者

や先生が臨機応変な熟達者になること。これがすべてだと思います。 

最後に一言お伝えします。「生きた知識」は，わかりやすく教えても，子どもの頭には移植で

きません。教師の役割は，ファシリテーターサポーター，そしてアナリストであるということ。 

ご清聴ありがとうございました。皆さん，一緒に頑張っていきましょう。 


